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濟
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濟
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。
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濟
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滿
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損
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れ
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濟
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濟
化
お
.け
る
中
^

^

1

,
 

:

询

要

素

は

、
、
家

族

の

內

部

糌

造

"
そ
の
^
觀
的
特
性
、
一
そ
の
他
：
4
ー
系
列
の
鼢
因
悴
よ
ー
っ

^
決

定

せ

ら

れ

裏
0

勞̂
働
收
_

あ
る
€
^

パ|

ぅ
に
し
て
農
業
忆
お
け
る
.小
經
瞥
存
續
の
«

由
を
說
明
し
て
：い
る
廉
&

^

:題
て
姆
し
て
-
1.
_
.
の

解

明

を

與

知

各

%'
;

の
^
比
あ
る
が
、
联
經
濟
的
原
9|
%

 ̂

;

農
論 i 
批
判
の
、

.1 
璧

ン
 ̂

V
:

も

.：：
‘ 

U

 1

,(

七
五
^-
.

-



遠

被
陷

と

い

、
わ

■

れ

ば

次

ち

：̂

い
。

::
#
つ
'て
そ
の
と
と
は
ハ.す
ぐ
れ
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濟
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濟
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應
す
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螢
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滿
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さ
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ど
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激
か
つ
^
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^
の
：淹
國
植
民
法
の
性
格
と
効
棠̂
.そ
：.の
實

施

逾

程

の

中

ぬ

如

實

：
に

'示
さ
-*
相
：い

备::
°
卽

ち
4

ヵ

啟

行

政

は

、
へ

あ

ち

ゆ

名

方

法

.で
、パ.こ
：

Q

法
律
の
實
_
を
怠
り
す
そ
.れ
が
廣
诉
に
杼
ゎ
れ
る
場
合
に
は
、./
:
小
移
民
に
.と
ろ
へ
て
は
：實

際

上

不
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可
能
な
ほ
.ど
高
い
補
«
を
.認
め
た
。
犬
土
地
所
有#-
達
自
身
は
、；
植
民.地
0 -
«-
t;(

d
i
e
: 

z
w
e
i
s
u
n
_

 v
o
n
. siedlun.gsland)

を
.要
求
す

る
總
べ
て
の
隣
人
/(

^
&:
趕
8)

.

.
&じ
て
苛
酷
故
テ
；ロ
，：を
行
使
す
る
た
：め
に
彼
等
め
權
ヵ
を
利
用
し
だ
^

小
作
契
約
の
解
除
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-
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吿

知

、
：材
本
々
飼
料
の
販
賣
拒
；絕

、-«
育
働

物

使

用

權

：の
拒
絕
等
に
：ょ
っ
て
、«
.民
：の
_
込
を
撤
囘
す
る
ビ
.と
を
餘
儀
な
く
し
た
。

し
か

し
な
が
ら
、

孟

らb

總
べ
I

り
1

:

4大
I

I

、
：■

缺

の

讓

い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ.の
こ
と
が
、
植
民
し
ょ5.
-
ど
す
.
多̂

數

、の

者

に

こ

，
の

法

律

の

規

定

を

.行
使
す
る
こ
-と
を
不
可
能
に
し
た
。
そ
し

-.
 

.
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.
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.
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■
.

て
.そ
の
こ
と
を
阻
止
す■る
何
ら
の
努
力
.も
な
さ
れ
な
か
り
^
の
：で
^

。̂『

公
益
植
民
協
會
へ
党！
！
！̂.
!
!
!
^
^
*̂
©
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siedhngsgeselis? 

Ilaften) 』

も
役
に
立
た
.ず
、
.折
に4

れ
て

I

特
に
、.
.引
®
げ
た
，土
地
に
.あ
る
.森
林
の
伐
採
に
ょ
.

P

て——

丨
非
常
に
金
を
儲
けは
し

て
 

も
、
公
益
集
業
は
な
ざ
な.か
づ
忆
。'
.か
：か
る
事
情
の
た
め
疋
、
と
の
大
規
模
な
運
動
は
、
，實
；に
隹
正
‘千
萬
な
結
果
と
な
つ.'た
の
で
あ
る
。
一
 

.一
九
ニ
'
|年
ま
で
に
ブ
“
ィ
セ
.
>
.
に
お
い
て
は
、
四
四
四
ゼ
の
新
植
民

(Neuansiedluns

.が
創
設
さ
れ
、
ン
五
四
七
六
ニ
.の
過
小
及
び

小
經
營
が
土
地
の
配.分
を
受
け
'て
療
大
さ
れ
た
菸
、

;

そ
の
綠
果
は
現
存
の
過
小
及
び
小
經
營0
三

多

が

植

民

蓮

動
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般
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し
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.
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し
.な
ぐ
.な
つ
た
だ
け
で
.あ
る
。へ.一
九
ニ
0
年
.

(

植
民
遝
動
の
最
高
點

〕

':
.に
.、
ブ
>
ィ
セ
：ン
で
.は
：八

〇

、
、
0
〇
，〇
へ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
寶
渡*'
.' 

さ
れ
化
が
、
そ
れ
は
要
す
る
に
、：：.大
經
營
の
商
精
の
二
多
を
餘
り
超
え
る
も
の
で
は
な
く

I

そ

の

中

『

一
一0
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0
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へ
ク
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ル
は
、
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.
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平
均
六
へ
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グ
ー
ル
の
小
農
民
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郞
ち
売
全
な
る
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8が
1
1
2
:目

的
の
^
め
に
充
て
た
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'五
〇
、
0

.0
〇
へ
ク
V

Iル
は
一
へ
ク. 

f

ル
屋
宛
に
槭
民
農
地
1

て

ら

れ

舞
3

馨

5

を
：近
隣
のTi

ン
：ヵ
丨
£
賣

ら

ね

ば

な

ら

な

，い

の

で

あ

る

が

.、」

同

時

に

、
へ
.そ
の
：土
地
財
産
の
た
：め
に
勞
働
菩
身
分
に
轉
換
す
る
こ
：と
が
妨
げ

.
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ら
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い
る
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あ
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と
は
^

分̂
割
さ
れ
た
大
經
營
で
失
業
と̂
つ
：た
澇
働
者
に
對
じ
て
配
慮
が
拂
わ
れて
い
な
い
場
合
と
I 

..奈
く
同
様
に
-

農̂
村
勞
働
薪
を
し
て
全
植
民
運
動
に
可
成
り
反
對
さ
せ
.各
と
'と
に
寄
輿
し
^
の
.で
あ
^
が
>
,'
か
が
る
反
對
は
、
ド
ィ
ッ.

一
農
村
勞
働
#
同
盟y (

B
W
)
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祀
會
民
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主
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導
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.ら
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西
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^
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-
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源
i
な
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哎
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農
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勞
働
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吵

賃

銀

奸

下
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办
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も
の
.と
し
て
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基
本
的
階
級
關
係
を
瞹
昧
に
す
，る
た
め
に
も
有
用
で
：あ
.マ
た
の
で
あ
る

0

だ
か
ら
こ
そ

G
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l
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も
.
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最
も
熱
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註
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に
、：

犬
.土
地
所
存
#
達
に
對
む
て
、'そ
の
勞
働
者
達
に
土.地
：所
有
.の
獲
得
の
機
.
.#
あ
與
':
?
-る
；こ
と
を
.忠
吿
し
た」

の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

農
業
に
小
經
營
が
廣
渺

H

存
在
し
'て
い
名
と
い
ぅ̂
と
：

K
、

小
經
營
が
大
經
營
優
越
し
て.い
る
こ
と
：の
證
明
と
は
な
ら
な
い
。
寧
ろ
、
■
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そ

れ

に

：
ょ.っ
て
天
經
營
.の
：勞
働
カ
が
保
證
さ
れ
て
ぃ
る
こ
と
を
意
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す
る
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で
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土
地
耕
作
の
：あ
ら
ゆ
る
部
門
に

.

お
い
て
：、
中
及
び
小
：
1

營

'- 

.

は
大
經
營
と
同
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程
度
に
合
理
的
に
經
營
セ
れ
て
い
る
の
で
あ
彡

、
'
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■
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土
：業
の
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と
は
全
く
反
對
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土
地
耕
作
の
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約
度
が
進
^

:
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經
營
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對
し
て
：小
經.營
が
非
常
に
本
.質
的
な
優
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ぇ
.
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土
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摩
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本
法
は
.

「

洗
ず
嘴
：1
:に
、-
.植民
地
の
亂
達
に
觸
れ
.て
.い
る
。

.
 

::
そ
の
方
法
.は
次
の
四
.つ
.で
あ
る
。：
⑴
分
割
；す
，、、へ
き
國
有
地
を
準
備
す 

■;
.る
と
：と
。
⑵
沼
濘
地
及
ハ
ぴ
舞
燕
地
を
加
え
る
こ
と
。

地
が
寶 

.

.

.

.
■:
:却
さ
れ
ょ
ぅ
と
す
，る
と
麵
に
は
、
國
家
の
先
賈
權
に
よ
ひ
て
，そ
の
土

:

地

を

獲
,#

す
.

る
こ
^

⑷
大
所
#

の
農
業
平
地
の
.

ー
部
を
收
用
す
ー
る
.

:
.
 

と

と」

。
第
一
一
に
、
獲

得
§

れ

た

土

地

は

：、
，旣

ヒ

存

在

.

し
て
い
る
小
鰱
營
.
:.

©

擴
大
、
及
ぴ
新
し
く
農
民
的
脉
有
を
創
設
す
る
こ
と
に
充
て
.る
こ 

,

土
。
第
三
：に
、
：農
村
勞
働
者

.

に
は
.
1,

片
©

土
地
，を
‘
小
作
又
は
.

所
有
と
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'し
.て
.賦
與
す
る
こ
と
が
規
淀
さ
れ
て
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る
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帝
國
薇
民
法
は
.

太
體
に
本
い
て
植
民
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た
あ
の
土
地
調
：達
問
.

.

,-

題
ー
に.
關
す
る
基
本
法
で
あ
る
が
、
こ
の
，

「

施
行
法
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一
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そ
れ
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補
ぅ

■
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の
で
あ
：

の
最
も

■
主
な
る
.
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.
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々
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施
行
法
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一
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年
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が
、
零
細
な
植
民
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務
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勞
働
'
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者
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小
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宅
地
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望
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ハ

H
e
i
m

s
t
a
t
t
e
n
b
e
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o
r
b
e
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め
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所
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し
て
や
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^
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て
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い
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こ
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の
こ
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に
關
連
し
て
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す
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植
民
に
ょ
る
農
民
的
經
營
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_

創
設
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勿
論
戰
後
.

に
初
め
て
：

'

始
政
ら
れ
た
も
.

な
で
は
な
.

い
。
旣
に
戰
前
に
お
い
て
對
ギ
ー
ラ
ン
ド 

政
策
と
し
て
、
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八
八
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榮
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落
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營
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營
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。
し
か
し
华
ら
、

「

協
同
組
合
.は
.單
に
小
經
營
の
み
な
ら
ず
、
大
經
營
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で

あ

る

.，。
：
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人
間
勞
働
の
收
益
が
增
進
し
な
け
れ
ば
，、
•總
ぺ
て
の
，人
を
裕
福
に
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
'貧
乏
人
に
與
.
fる
た
め
に
富
裕
矜
か
ら
收
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軍
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會
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義

は

：、：

轉

ベ

韋

の

亥

化
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一
般
め.急
激
激
凋
落
を
結
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嗱
名
忙
す
ぎ
な
い
で
あ
ち
う
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机
敌
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會
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藤
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な
か
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會
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主
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.イ
ッ
帝
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實
踐
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營
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營
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農
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農
業
的
進
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す
る
强
カ
な
槓
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^
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：總
べ
て
-
の
变
化
的
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方
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農
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し
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こ
の
濃
業
協
同
組
合
蓮
動
は;'
有
機
的
生
産
の
領
域
に
お
け
名
社
會
化
の
道
が
開
か
れ
る
形
態
を
劈

| 1

た
ら
1
办
て
い
さ
？
農
業
生
產
者 

.勝
同
紅
合
は
農
民
的
經
營
生
產
蓿
達
が
外
部
經
濟
を
勸
捉
し
、
あ
右
ゅ
名
部
門
支
合
目
的
化
す
る
こ
と
：

.に
ょ

夕

；
て
、

耕

作

、
，施

肥

、
.種

子 

_の
使
佣
、.動
物
の
雍
猶
飼
育
等
の
，內
部
經
營©
«造
.を
合
璉
化
す
る
よ
う
に
作
用
す
る
。
；そ
：の
：塲
合
、
個
人
的
友
利
已
的
原
動
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ら
れ
な
い
で
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途
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全
體
め
利
益
が
得
ら
れ
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あ
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。
：農
業
生
產
者
協
同
組
食
は
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經
營
の
技
術
的
及̂
^̂ 

と
農
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營
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い
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し
て
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濟
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。
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營
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賃
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營
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、
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